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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１
平成27年度の鹿児島県図書館大会を，次のとおり開催します。

１ 日 時 平成27年11月18日（水）午前10時～午後４時

２ 場 所 かごしま県民交流センター 県民ホール他

３ 大会テーマ 時代が求める図書館の在り方

４ 主な内容

(1) パネルディスカッション

テーマ 「 公共図書館サービスの充実を目指して」

(2) 分科会

公共図書館部会，親子読書部会，ボランティア活動部会

(3) 講 演

演 題 「図書館が日本を救う－公共図書館の可能性－」

講 師 立命館大学文学部

教授 常世田 良 氏

ホットの２

県立図書館のホームページのトップ画面に，「動画でよく分かる

図書館の利用の仕方」が表示してあります。その部分をクリックす

ると，図書館の利用の仕方を動画（アニメーションなど）で分かり

やすく説明します。

初めて図書館を利用される方を対象にした内容となっていますが，

「図書館からのお願い」や「本の取り扱いについて」などの画面を

通して，図書館利用について再度確認することができますので，是

非御覧ください。

閲覧するには，Adobe Flash Playerの最新版がインストールされ

ている必要があります。Adobe Flash Playerは，アドビ社のサイト

より無料でダウンロードすることが可能です。

《一般書》１０月１５日（木） 《児童書》１０月２３日（金）

○『ニュースの大問題！』池上彰/著 さくら舎

○『人口減少×デザイン』筧裕介/著 英治出版

○『おいしいものと恋のはなし』

田辺聖子/著 世界文化社

○『はたらく数学』篠崎菜穂子/著 日本実業出版社

○『実家スッキリ化』堀川波/著 幻冬舎

○『できることおてつだい』くすのきしげのり/作 市居みか/絵
廣済堂あかつき

○『タケノコごはん』 大島渚/文 伊藤秀男/絵 ポプラ社
○『明日をつくる十歳のきみへ』 日野原重明/著

冨山房インターナショナル
○『屋久島まぼろしの巨大杉をさがせ！』

遠崎史朗/著 川田じゅん/絵 風濤社
○『川床にえくぼが三つ』 にしがきようこ/著 小学館

事前に申込みが必要です。

学校関係者は学校へ，一般の方

は市町村立図書館又は県立図書館

に申込みをしてください。

【昨年度の図書館大会の様子】

「図書館の利用の仕方」の一場面



日 月 火 水 木 金 土

10

月

１６ １７◆

１８ １９ ２０ ２１★ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８★ ２９ ３０ ３１

11

月

１ ２ ３ 　４★ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１★ １２ １３ １４

１５

○企画展示 ９月３日（木）～11月17日（火）

「鹿児島の魅力を伝える資料～国民文化祭・

かごしま2015開催～」展

鹿児島の歴史的な名所や伝統ある特産品，世界

遺産などを，鹿児島の「観光」

に関する文化として取り上げ，

多様な資料と共に紹介します。

○児童文化室ミニ展示 10月23日(金)～11月23日(月)

○あきいろのおはなしのじかん

10月28日(水)，11月４日（水） 15:30～16:00

児童庭園で，読み聞かせやわらべうたなどの

おはなし会を行います。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント*

パネルやガラスケースのなかにいるよ！ ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日，臨時開館（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（10月30日,11月13日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（10月23日）。

県立図書館では現在，鹿児島の魅 力 を伝える
けんりつ と しよかん げんざい か ご しま み りよく つた

資料展を 行 っています。児童文化室前でもパネ
しりようてん おこな じ どうぶん か しつまえ

ルの掲示や人 形 劇を 紹 介しています。
けい じ にんぎようげき しようかい

パネルで紹介している「かごしまの妖怪」
しようかい ようかい

からクイズです。住んでいる場所が奄美大島
す ば しよ あま み おおしま

のガジュマルの木。すもうをとるのがだいす
き

きな妖怪は，なんという妖怪でしょうか？
ようかい ようかい

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，１１月１４日（土）までに入れてください。
しつ はこ がつ にち ど い

正解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
せいかいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「はち」でした。たくさんの御応募ありがと
ぜんかい こた ご おう ぼ

うございました。

今年４月から，「雑誌スポンサー制度」の導入に

伴い，県内の企業等のスポンサーから36誌の雑誌を

提供していただいており，図書館にいらっしゃった

方々が自由に閲覧できるようにしています。これま

で以上に雑誌コーナーが充実し，多くの方々に利用

していただいていると感じています。

ある日，新刊の雑誌を並べている時に，利用者の

方から「新しい雑誌が入りましたね。楽しみにして

いました。」と声をかけられました。その方は，入

ったばかりの雑誌を手に取り，嬉しそうに読んでい

らっしゃいました。

私たちは，県民の皆様の課題解決のために役立

つ，いろいろな資料を収集し提供しています。それ

に加え，たくさんの方々が気軽に利用することがで

きる図書館でもあるよう，頑張っていきたいと思っ

ています。

今回紹介していただいた宝本は，松谷みよこ著 瀬川康夫絵の 『いないいない
ばあ』 （童心社）です。
息子が生まれて間もなく，気の早い夫が購入してきた本です。「いないいないばあ」

それだけなのに，喜ぶ息子のあまりのかわいさに図書館通いが始まり，司書教諭の資
格をとることになり……。月日は流れ，高校生になった息子。演劇部の「リーディング公
演」で堂々とストーリーテリングを行う姿に，小さかった息子が喜ぶ姿を思い出しまし
た。今では，息子が勧めてくれる本を読むことも少なくありません。私たち親子を育てて
くれた宝本です。


